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2019～2020年度 国際ロータリーのテーマ 

ロータリーは 世界をつなぐ 
 

マーク・ダニエル•マローニー 
 

2019～2020年度 

国際ロータリー会長 

 

大島 浩輔 
 

2019～2020年度 

第 2670地区ガバナー 
 

小松島 ロータリークラブ 
 

例会日 毎週金曜日［１２：３０～１３：３０］ 

例会場 菊寿殿 おがわ 小松島市小松島町字外開 7-1  

TEL：0885-32-0205 

事務所 例会場と同じ 
 

編集／会報雑誌 広報ＩＴ委員会 

2019年 9月 6日 

第 3319回 例会記録 

会員総数 28 名 

出席会員 22 名 

本日出席率 78.57 ％ 

前回出席率 82.14 ％ 
 

会 長 報 告  

（木村 幹男） 

9月 13日の移動例会（於 あいさい）は、奥様等の参加も可能です。（実費） 
 

 

幹 事 報 告  

（芝  敏廣） 

特になし 
 

 

委員会報告  •親睦研鑽委員会：山下委員長 誕生日、結婚記念日の紹介 

  誕生日：山下会員、結婚記念日：中山会員 

•青木会員より、“食遊会”の案内：9月 21日（土） 18時～ 於 マリンパレット 
 

卓 話 
 

 

以西会員“自衛隊の実力” 
 

★アメリカ軍は日本を守って

くれるのか？、★日本最強の

巨大組織「自衛隊」、★自衛

隊の命令系統、★専守防衛、

★歴代内閣は自衛隊をどうと

らえてきたか、★まとめ 
 

P.P.と配布された資料により、

解り易く説明されました。 
 

★「自衛隊」について、自衛官人数：224,422人（2017年 3月）。 

*特別職 国家公務員、 

*「服務の宣誓」署名、捺印（事に臨んでは危険を顧みず、身をもって責務の完遂に務め、もって

国民の負託にこたえることを誓います）。 
 

【海上自衛隊】42,136人 

*五大基地：横須賀基地：会場防衛の最重要基地、司令部機能あり、ミサイル・魚雷を備える。大

型艦艇、潜水艦が配備（33隻の艦艇配備）、•呉基地（44隻）、•大湊基地（8隻）、•舞鶴基地

（13隻）、•佐世保基地（24隻） 

*特別警備隊があり、シーレーンの安全確保を重視、対潜水艦戦、対機雷戦能力に重点。 
 

【航空自衛隊】42,939人 
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*戦闘機を多数配置：千歳、三沢、百里、小松、築城、新田原、那覇。 

*対領空侵犯措置：F-15戦闘機スクランブル、2機体制《装備を付けた状態で 24時間待機》、

F35A：最新鋭ステルス機：42機調達予定。 

*世界的に高水準の防空能力を保持、高度な救助能力を持つ航空救難団は災害派遣で活用。 
 

【陸上自衛隊】135,713人 

*基地ではなく駐屯地•分屯地《陸自は有事になれば作戦ごとに移動する》。 

*北部、東北、東部、中部、西部の 5方面隊。 

*東部方面隊練馬駐屯地第一師団：都市部における市街戦を想定。 

*2018年 3月：日本最西端の与那国島に駐屯地：北朝鮮、中国からの攻撃•侵攻に対応。 

*島国と言う地理上、離島への武力侵攻に備えた水陸機動団配備、 

*戦車：74式戦車•90式戦車（数字は配備が始まった西暦年号） 
 

★自衛隊の命令系統：文民統制/シビリアンコントロール 

内閣総理大臣→防衛大臣→統合幕僚長→《陸上・会場・航空の各幕僚長》 
 

★専守防衛  

*相手から武力攻撃を受けたときに初めて防衛力を行使し、その態様も自衛のための最小限のも

のに限るなど、憲法の精神に則った受動的な防衛戦略姿勢《相手から武力攻撃を受けたときに

初めて防衛力を行使する→守ることに専念して、相手を攻撃する攻撃用武器は持たない 
 

★歴代内閣は自衛隊をどうとらえてきたか  

*1946年 6月：日本帝国憲法の改正協議において、吉田首相は自分の国を自分で守る戦力、

つまり自衛権を否定（自衛権の発動としての戦争も交戦権も放棄）。 

*1950年 1月：マッカーサー最高司令官が日本の自衛権を認める→吉田首相：戦争放棄の趣

旨は、自衛権を放棄する意味ではない。 

*1972年田中首相：自衛隊は「戦力」ではなく、｢自衛のための必要最小限の実力｣。 

*2002年小泉首相：国民は戦力だと思っている、これが常識だ。 

*2017年 6月安倍首相：自衛隊を憲法にしっかり位置づけ、違憲•合憲の議論を終わらせる。自

衛隊の意義と役割を憲法に書き込む。 
 

★まとめ  

*今、日本を取り巻く国際情勢は、北朝鮮の核・ミサイル問題、中国の尖閣諸島を含む積極的な

海洋進出の問題、韓国との竹島問題など、とても安心できる状態ではない。 

*日本の安全保障において「専守防衛」のあり方、自衛隊の運用の範囲など大いに議論を生んで

いる。 

*憲法を改正し、アメリカの同盟国としての役割を果たしてきた戦後の歩みを追認するとともに、今

後は日米同盟の下でより積極的な軍事的貢献を模索すべきとする改憲論と、現行憲法を堅持

し、憲法がうたう平和主義の理想を具現化すべきという護憲論があり、国民世論を二分する状況

である。 

*日本を守る自衛隊を知ることが必要である。 

 
ニ コ ニ コ 箱 山下会員、中山会員 

 

理事会報告  クラブ運営等について、意見交換 
 

会員掲示板  当面のスケジュール 

•9月 13日：移動例会－あいさい 

•9月 21日：食遊会―マリンパレット 

•10月 14日：家族旅行―倉敷観光（日帰り） 
 


